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（百万円未満切捨て）

1. 平成28年11月期第3四半期の業績（平成27年12月1日～平成28年8月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年11月期第3四半期 4,634 △11.9 △208 ― △161 ― △152 ―
27年11月期第3四半期 5,258 0.3 55 196.9 88 107.8 5 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

28年11月期第3四半期 △35.53 ―
27年11月期第3四半期 1.35 ―

(2) 財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

28年11月期第3四半期 6,327 2,663 42.1 620.87
27年11月期 7,192 2,944 40.9 686.23
（参考）自己資本 28年11月期第3四半期 2,663百万円 27年11月期 2,944百万円

2. 配当の状況
年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年11月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
28年11月期 ― 5.00 ―
28年11月期（予想） 5.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成28年11月期の業績予想（平成27年12月 1日～平成28年11月30日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,000 11.1 250 0.1 290 2.3 150 27.3 34.97

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
（詳細は、Ｐ３「サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧下さい。）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③会計上の見積りの変更 ： 無
④修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年11月期3Q 5,289,900 株 27年11月期 5,289,900 株
② 期末自己株式数 28年11月期3Q 1,000,071 株 27年11月期 999,970 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年11月期3Q 4,289,889 株 27年11月期3Q 4,290,252 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に掲載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等についてはＰ．２
「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

①業績の概況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や日本銀行による金融緩和政策などを背景に、企

業収益や雇用・所得環境の改善傾向が続き、引き続き緩やかな回復基調で推移しました。一方、イギリスの欧州連

合離脱決定、アジア新興国の経済の減速、中東を中心とした海外政情不安による影響や、為替相場が円高基調に転

ずるなど、先行きは依然として不透明な状況が続いています。 

当社を取り巻く建設コンサルタントおよび地質調査業界におきましては、東日本大震災の復興関連業務のほか、

国土強靭化計画に関連する防災・減災、保全対策関連事業が減少傾向となるなど、引き続き厳しい市場環境・受注

環境となりました。 

こうした状況の中、当社は保有・先端技術を活かし、東日本大震災の復興関連業務、国土強靭化関連の構造物点

検や維持管理業務の特定率向上に向けた対応強化を引き続き全社員協力一致のもと取り組みましたが、当第３四半

期累計期間の経営成績は、次のとおりとなりました。 

受注高は45億77百万円（前年同四半期比12.5％減）となりました。 

売上高は46億34百万円（前年同四半期比11.9％減）、営業損失２億８百万円（前年同四半期は営業利益55百万

円）、経常損失１億61百万円（前年同四半期は経常利益88百万円）、四半期純損失１億52百万円（前年同四半期は

四半期純利益５百万円）となりました。 

 

②売上高の季節的変動について

当社は、官公庁・公共企業体をはじめとする公共部門との取引率が高いことから、納期の関係もあり、売上高・

利益ともに第２四半期と第４四半期に集中するという季節変動の傾向があります。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

  資産合計は、前事業年度末に比べ８億64百万円減少し、63億27百万円となりました。その主な増減内訳は、完成

調査未収入金の減少12億40百万円、現金及び預金の増加６億69百万円等であります。

（負債）

  負債合計は、前事業年度末に比べ５億84百万円減少し、36億63百万円となりました。その主な増減内訳は、短期

借入金の減少１億円、調査未払金の減少２億33百万円等であります。

（純資産）

 純資産合計は、前事業年度末に比べ２億80百万円減少し、26億63百万円となりました。その主な増減内訳は、利

益剰余金の減少１億95百万円等であります。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

  本資料に記載されている業績予想につきましては、平成28年１月15日付発表「平成27年11月期決算短信〔日本基

準〕(非連結)」の記載から変更はありません。なお、業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に

基づき作成したものであり、実際の業績は、今後、様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を第２四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

   なお、この変更に伴う影響は軽微であります。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成27年11月30日) 
当第３四半期会計期間 
(平成28年８月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 334,405 1,003,478 

受取手形 8,668 10,199 

完成調査未収入金 2,312,478 1,071,973 

未成調査支出金 1,000,687 716,328 

材料貯蔵品 3,521 3,331 

繰延税金資産 56,867 65,787 

その他 73,517 137,479 

貸倒引当金 △234 △109 

流動資産合計 3,789,911 3,008,468 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 568,463 550,818 

機械及び装置（純額） 75,115 104,063 

土地 1,472,382 1,472,382 

その他（純額） 269,972 258,397 

有形固定資産合計 2,385,933 2,385,661 

無形固定資産 89,159 79,413 

投資その他の資産    

投資有価証券 494,289 366,477 

繰延税金資産 129,090 171,801 

その他 307,799 319,497 

貸倒引当金 △4,081 △4,081 

投資その他の資産合計 927,098 853,694 

固定資産合計 3,402,191 3,318,770 

資産合計 7,192,103 6,327,238 

負債の部    

流動負債    

調査未払金 520,488 287,401 

短期借入金 2,100,000 2,000,000 

1年内返済予定の長期借入金 60,000 60,000 

未払法人税等 90,775 － 

賞与引当金 － 86,715 

未成調査受入金 146,435 181,855 

その他 425,013 229,009 

流動負債合計 3,342,712 2,844,982 

固定負債    

長期借入金 45,000 － 

退職給付引当金 577,256 581,206 

その他 283,130 237,605 

固定負債合計 905,387 818,811 

負債合計 4,248,099 3,663,794 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成27年11月30日) 
当第３四半期会計期間 
(平成28年８月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 819,965 819,965 

資本剰余金 826,345 826,345 

利益剰余金 1,783,909 1,588,598 

自己株式 △574,415 △574,561 

株主資本合計 2,855,804 2,660,347 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 88,198 3,097 

評価・換算差額等合計 88,198 3,097 

純資産合計 2,944,003 2,663,444 

負債純資産合計 7,192,103 6,327,238 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成26年12月１日 

 至 平成27年８月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成27年12月１日 
 至 平成28年８月31日) 

売上高 5,258,550 4,634,088 

売上原価 3,713,168 3,459,985 

売上総利益 1,545,381 1,174,102 

販売費及び一般管理費 1,489,682 1,382,345 

営業利益又は営業損失（△） 55,699 △208,242 

営業外収益    

受取利息 291 180 

受取配当金 9,564 9,889 

受取手数料 14,948 14,627 

固定資産賃貸料 46,691 46,241 

その他 10,953 2,320 

営業外収益合計 82,448 73,258 

営業外費用    

支払利息 17,275 16,741 

リース支払利息 10,505 9,186 

退職給付費用 22,154 － 

その他 152 419 

営業外費用合計 50,087 26,347 

経常利益又は経常損失（△） 88,060 △161,330 

特別損失    

固定資産除却損 199 0 

投資有価証券売却損 － 0 

特別損失合計 199 0 

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 87,860 △161,330 

法人税等 82,080 △8,920 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 5,780 △152,410 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間（自 平成26年12月１日 至 平成27年８月31日） 

当社は、建設工事に関連する地質調査、土質調査を中心に環境・防災・海洋調査業務等を行い、これらに

関連する測量、建設計画、設計等の業務および工事を営む単一事業の企業集団であることから、記載を省略

しております。

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間（自 平成27年12月１日 至 平成28年８月31日） 

当社は、建設工事に関連する地質調査、土質調査を中心に環境・防災・海洋調査業務等を行い、これらに

関連する測量、建設計画、設計等の業務および工事を営む単一事業の企業集団であることから、記載を省略

しております。
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